
（２）株主資本等変動計算書 

純資産の各項目（株主資本と評価・換算差額）の変動事由と変動額を報告する財務諸表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第 151 回第 2 問改） 

・次の✕1 期の取引に基づき、株主資本等変動計算書を完成しなさい。 

１ ✕1 年 6 月 28 日、定時株主総会を開催し、剰余金の配当及び処分を次のように決定した。  

① 株主への配当金について、その他資本金剰余金を財源として 1 株につき 5 円の配当を、繰越利 

益剰余金を財源として１株につき 15 円の配当を行う。発行済株式総数は 50,000 株である。 

② 上記の配当に関連して、会社法が定める金額を資本準備金及び利益準備金として積み立てる。 

③ 繰越利益剰余金を処分し、別途積立金として 80,000 円を積み立てる。 

２ ✕1 年 9 月 1 日、新株 1000 株を 1 株につき 500 円で発行して増資を行い、全額の払い込みを受 

け、払込金は当座預金とした。なお、会社法が定める最低限度額を資本金とした。 

３ ✕2 年 2 月 1 日、岡山物産株式会社を吸収合併し、同社の諸資産（時価総額 9,000,000 円）と諸 

負債（時価総額 5,000,000 円）を引き継ぐとともに合併の対価として新株 8,000 株（1 株あたりの時価 

は 550 円）を発行し、同社の株主に交付した。なお、新株の発行にともなう純資産（株主資本）の増 

加額のうち 3,000,000 円は資本金とし、残額はその他資本金剰余金として計上した。 

４ その他有価証券（前期末の時価は 1,350,000 円、当期末の時価は 1,530,000 円）について時価評 

価を行い、評価差額の全額を全部純資産直入法により純資産として計上した。なお、その他有価証 

券は株式であり、当期にその他有価証券の売買取引は行われていない。 

５ ✕2 年 3 月 31 日、決算を行い、当期純利益 980,000 円を計上した。  

 

  



【解答】 

・次の✕1 期の取引に基づき、株主資本等変動計算書を完成しなさい。 

１ ✕1 年 6 月 28 日、定時株主総会を開催し、剰余金の配当及び処分を次のように決定した。 

① 株主への配当金について、その他資本金剰余金を財源として 1 株につき 5 円の配当を、繰越利益剰

余金を財源として１株につき 15 円の配当を行う。発行済株式総数は 50,000 株である。 

② 上記の配当に関連して、会社法が定める金額を資本準備金及び利益準備金として積み立てる。 

③ 繰越利益剰余金を処分し、別途積立金として 80,000 円を積み立てる。 

２ ✕1 年 9 月 1 日、新株 1000 株を 1 株につき 500 円で発行して増資を行い、全額の払い込みを受け、

払込金は当座預金とした。なお、会社法が定める最低限度額を資本金とした。 

３ ✕2 年 2 月 1 日、岡山物産株式会社を吸収合併し、同社の諸資産（時価総額 9,000,000 円）と諸負債

（時価総額 5,000,000 円）を引き継ぐとともに合併の対価として新株 8,000 株（1 株あたりの時価は 550 円）

を発行し、同社の株主に交付した。なお、新株の発行にともなう純資産（株主資本）の増加額のうち

3,000,000 円は資本金とし、残額はその他資本金剰余金として計上した。 

４ その他有価証券（前期末の時価は 1,350,000 円、当期末の時価は 1,530,000 円）について時価評価を

行い、評価差額の全額を全部純資産直入法により純資産として計上した。なお、その他有価証券は株式

であり、当期にその他有価証券の売買取引は行われていない。 

５ ✕2 年 3 月 31 日、決算を行い、当期純利益 980,000 円を計上した。  

 

１ 

① その他資本金剰余金 250 千円 ／ 未払配当金 1,000 千円 

  繰越利益剰余金    750 千円 

② その他資本金剰余金 25 千円 ／ 資本準備金 25 千円 

繰越利益剰余金  75 千円 ／ 利益準備金 75 千円 

③  繰越利益剰余金 80 千円 ／ 別途積立金 80 

２ 当座預金 500 千円 ／ 資本金 250 千円 

                  資本準備金 250 千円  

３ 諸資産 9,000 千円 ／ 諸負債 5,000 千円 

  のれん 400 千円     資本金 3,000 千円 

                  その他資本金剰余金 1,400 千円 

４ その他有価証券 180 千円／その他有価証券評価差額金 180 千円  

（正確には、期首の再振替仕訳（80 千円）を経て行います。） 

《期首再振替》 その他有価証券評価差額金 80 ／ その他有価証券 80 千円 

《期末評価》  その他有価証券 260 千円 ／ その他有価証券評価差額金 260 千円 

 

５ 損益 980 千円 ／ 繰越利益剰余金 980 千円 



 

株主資本等変動計算書 

                        自✕1 年 4 月１日 至✕2 年 3 月 31 日                       （千円） 

 株主資本 評価・換算差額等  

 

純資産 

合計 

  

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金  

株主資本

合計 

 

その他有価 

証券評価差

額金 

 

評価・換算 

差額等合計 

資本 

準備金 

その他 

資本剰余金 

資本剰余金 

合計 

利益 

準備金 

その他利益剰余金 利益剰余金

合計 別途 

積立金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残 20,000 1,600 500 2,100 400 220 1,200 1,820 23,920 80 80 24,000

当期変動額   

  剰余金の配当 (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         )  (         )

  別途積立金の積立て  (         ) (         )  

  新株の発行 (         ) (         )  (         ) (         )  (         )

吸収合併 (         )  (           ) (         ) (         )  (         )

    当期純利益  (         ) (         ) (         )  (         )

株主資本以外の項目の当期変動額 

（純額） 

 (         ) (         ) (         )

当期変動額合計 (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         )

当期末残高      (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         ) (         )

 

  



 

株主資本等変動計算書 

                        自✕1 年 4 月１日 至✕2 年 3 月 31 日                       （千円） 

 株主資本 評価・換算差額等  

 

純資産 

合計 

  

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金  

株主資本

合計 

 

その他有価 

証券評価差

額金 

 

評価・換算 

差額等合計 

資本 

準備金 

その他 

資本剰余金 

資本剰余金 

合計 

利益 

準備金 

その他利益剰余金 利益剰余金

合計 別途 

積立金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残 20,000 1,600 500 2,100 400 220 1,200 1,820 23,920 80 80 24,000

当期変動額   

  剰余金の配当 25 △275 △250 75 △825 △750 △1,000  △1,000

  別途積立金の積立て  80 △80  

  新株の発行 250 250  250 500  500

吸収合併 3,000       1,400 1,400 4,400  4,400

    当期純利益  980 980 980  980

株主資本以外の項目の当期変動額 

（純額） 

 180 180 180

当期変動額合計  3,250 275 1,125 1,400 75 80 75 230 4,880 180 180 5,060

当期末残高       23,250   1,875     1,625 3,500 475 300 1,275 2,050 28,800 260 260 29,060

 

  



 


